
おわりに

近年の建設業界を取り巻く情勢は、急激な担い手不

足により、生産性向上や働き方改革が必要不可欠とな

っており、今後、これまで以上に民間の優れた技術を

積極的に活用し、早期に効果を発現させる必要がある。

このことから、 に関しては、局職員に使いや

すい情報を提供して効率的な執行を図っていくことが、

さらに重要になってくるものと考えられる。

本選定制度がますます活用され、局の抱える様々な

課題解決の一助になることを期待する。

令 都土木技術支援･人材育成センター年報

令和４年度の強震観測記録

技術支援課 名兒耶 薫、大澤 健二、〇小作 好明、

松井 智昭（現 道路建設部計画課）

はじめに

「東京都震災予防条例」（現東京都震災対策条例）

に基づき、昭和 年度より建設局が管理する河川構造

物と道路構造物について強震観測を行っている。

強震観測とは、地震により構造物やその周辺地盤が

受ける影響を調査するため、加速度を計測するもので

ある。将来、観測データを活かして耐震設計等に反映

されることが期待されている。

この報告は、令和 年度に観測された強震記録の最

大加速度を発生地震ごとにまとめたものである。

観測の概要

強震観測地点の位置とそれぞれの強震計の概要を図

－ 及び表－ に示す。令和 年度における観測地点

は、河川構造物（堤防・護岸、水門） 地点、道路構

造物（橋梁） 地点、センター 地点の計 地点で

ある。なお、観測は、対象構造物上とその周辺地盤上

に設置した 台の強震計（センサーのみの場合も含む）

により通年で行った。

令和 年度の観測記録

令和 年度に発生した地震のうち、気象庁の東京千

代田区大手町観測点における計測震度が 以上であっ

た地震の概要と最大加速度記録地点を表－ に示す。

令和 年度は、震度 が 回、震度 が 回の計

回観測されている（令和 年度は計 回）。

令和 年度の強震観測地点 地点での観測記録の

うち、最大加速度の最大値は、 年 月 日の千

葉県北西部を震源とする地震（震源の深さ 、マ

グニチュード 、最大で震度 、千代田区大手町観測

地点で震度 ）における平井大橋付近における地盤

の であった（図 ）。平井大橋の橋脚 と

では、強震計が起動しなかった。

最大加速度が二番目に大きな値になった地震は、

年 月 日の千葉県北西部を震源とする地震

（震源の深さ 、マグニチュード 、最大で震度

、千代田区大手町観測地点で震度 ）の平井大橋の

橋脚 の （図 ）であった。この地震に

よる平井大橋の橋脚 では最大加速度

（図 ）、平井大橋付近の地盤上では、最大加速度

（図 ）であった。

最大加速度が三番目に大きな値になった地震は、

三重県南東沖を震源とする地震（ 年 月 日、

震源の深さ 、マグニチュード 、最大で震度 、

千代田区大手町観測地点震度 ）の平井大橋の橋脚

の （図 ）であった。

なお、令和 年度に観測された最大加速度の最大

値は （平井大橋の橋脚 ）、第二位は

（平井大橋の橋脚 と高円寺陸橋の橋脚 の二つ

が同率二位）であった。

図－ 観測地点位置図

平井大橋
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地点

番号

①地盤上 昭和50年3月 平成3年12月 平成19年3月

②護岸上 センサーのみ 昭和50年3月 平成3年12月 平成19年3月

①地盤上 江戸川区春江町3-26-1 昭和55年3月 平成4年1月 平成18年3月 令和2年2月

②堤防上 江戸川区江戸川4-14 昭和55年3月 平成4年1月 平成18年3月 令和2年2月 休止中
注3

①地盤上 昭和51年3月 平成2年10月 平成16年12月

②管理棟地下1階 昭和51年3月 平成2年10月 平成16年12月

①地盤上 昭和50年3月 昭和62年11月 平成15年12月 平成31年2月

②排水機場地下1階 昭和50年3月 昭和62年11月 平成15年12月 平成31年2月

①地盤上 昭和51年3月 昭和63年11月 平成15年3月 令和3年2月

②閘門 センサーのみ 昭和51年3月 昭和63年11月 平成15年3月

①地盤上 昭和50年3月 平成1年11月 平成15年3月 平成29年3月

②水門柱 センサーのみ 昭和50年3月 平成1年11月 平成15年3月 平成29年3月

①地盤上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成12年2月 平成30年3月

②Ｐ１橋脚上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成13年2月 平成30年3月

③Ｐ２橋脚上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成13年2月 平成30年3月

①地盤上 昭和54年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成31年2月

②Ｐ２橋脚上 センサーのみ 昭和54年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成31年2月

①地盤上 墨田区両国1-2-1 昭和53年3月 平成2年3月 平成19年3月

②Ｐ１橋脚上 中央区日本橋浜町3 昭和53年3月 平成2年3月 平成15年3月

①地盤上 台東区蔵前2-10 昭和50年3月 平成1年1月 平成14年3月 平成31年2月

②Ｐ１橋脚上 台東区駒形2-1 昭和50年3月 平成1年11月 平成12年2月 平成31年2月

①地盤上 昭和50年3月 平成1年1月 平成13年2月 平成31年2月

②Ｐ１橋脚上 センサーのみ 昭和50年3月 平成1年1月 平成13年2月 平成31年2月

①地盤上 江東区枝川1-9-17 昭和55年3月 平成4年1月 平成15年12月

②Ｐ２橋脚上 江東区枝川1-1 昭和55年3月 平成4年1月 平成15年12月

①地盤上 葛飾区西新小岩3-35-26 昭和41年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

②Ｐ５橋脚上 昭和40年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

③Ｐ６橋脚上 昭和40年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

①地盤上 昭和53年3月 平成2年12月 平成14年3月

②地中GL-12.5m 平成17年3月

③地中GL-40.0m 平成17年3月

④Ｐ５橋脚上 江戸川区上一色424 昭和53年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成29年3月

①地盤上 中野区中野4-9 昭和54年3月 平成5年2月 平成16年12月 休止中
注3

②Ｐ１橋脚上 杉並区梅里1-22 昭和54年3月 平成5年2月 平成16年12月

①地盤上 昭和56年3月 平成5年3月 平成19年3月

②Ａ２橋台上 センサーのみ 昭和56年3月 平成5年3月 平成19年3月

①地盤上 多摩市関戸3-2-21 昭和50年3月 平成2年3月 平成13年11月

②Ｐ３橋脚上 府中市住吉町2 昭和50年3月 平成2年3月 平成13年11月 休止中
注3

①地盤上 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

②Ｐ７橋脚上 センサーのみ 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

③Ｐ９橋脚上 センサーのみ 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

土木技術支援・
人材育成セン
ター

①地盤上 江東区新砂1-9-15
昭和62年8月
平成3年7月
移設

平成8年8月 平成13年2月

（注1）SMAC-MDU及びCV－375は検出器(センサー)内蔵型強震計ロガー. 

（注2）センサーは(株)ミツトヨ製 JEP-4A3. 地中センサーのみ(株)ミツトヨ製 JEP-4B3.　

（注3）令和4年度において周辺工事等により観測を休止した箇所.　

（注4）強震計は各々の対象構造物所管の各建設事務所、江東治水事務所にて管理している.　

休止中
注3

関戸橋

羽村大橋 羽村市玉川2-1

地盤

上一色橋
江戸川区上一色3-30-12

葛飾区西新小岩2-1

休止中
注3

地中センサー

のみ
注2

高円寺陸橋

栄町陸橋 東村山市本町1-7

江東区猿江1-5-18

大島川水門 江東区永代1-7-15

道
路
構
造
物
（

橋
梁
）

佃大橋 中央区明石町6

黎明橋 中央区晴海3-1

新大橋

厩橋

尾久橋 荒川区東尾久8-25

朝凪橋

平井大橋 CV-375(高欄)
センサー(橋脚)

　備　考

河
川
構
造
物

中川護岸 葛飾区奥戸1-1

新中川堤防

木下川
排水機場

江戸川区平井7-34-25

小名木川
排水機場

江東区東砂2-17-1

扇橋閘門

観測所名 設置場所 形式 観測地点住所 設置年月 更新年月

まとめ 

令和 年度は、震度 の地震による観測データを

回、震度 を 回、それぞれ得られた。加速度が一定

の値を超える強震観測記録は、国立研究開発法人防災

科学技術研究所へ情報提供を行った。

今後も引き続き、地震時における強震観測データを

集積し、橋梁・河川構造物の地震被災時における原因

究明や耐震設計等に必要な基礎資料として研究機関等

へ情報提供していく。

表－ 観測地点及び強震計の概要

強震記録時間（s）

加
速

度
（

） Peak 37.2 cm/s2

加
速

度
（

） Peak 55.9 cm/s2

加
速

度
（

）

Peak -12.3 cm/s2

深さ

茨城県北部 平井大橋(地盤上) 南北
千葉県北西部 平井大橋(地盤上) 東西
千葉県北西部 平井大橋(地盤上) 東西
茨城県北部 ５弱 高円寺陸橋（橋脚上　P1） 南北
千葉県南東沖 新大橋（地盤上） 南北
東京都多摩東部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 中川護岸（地盤上） 南北
遠州灘 － － －
伊豆大島近海 新大橋（地盤上） 南北
茨城県沖 新中川堤防（地盤上） 南北
神奈川県東部 新中川堤防（地盤上） 南北
埼玉県南部 佃大橋（橋脚上　P1） 南北
茨城県南部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 新中川堤防（地盤上） 南北
千葉県北西部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 ５強 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
三重県南東沖 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
千葉県北西部 新中川堤防（地盤上） 南北
千葉県北西部 中川護岸（地盤上） 南北
千葉県南部 中川護岸（地盤上） 南北
神奈川県西部 中川護岸（地盤上） 東西
千葉県北西部 上一色橋(橋脚上　P5) 南北
茨城県北部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北

 （注）気象庁　震度データベース（https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/index.html）を参照した。
           上記表中のMjは気象庁マグニチュード、震度は計測震度である。

最大加速度
方向発生年月日 時刻 震源

最大
震度

大手町
震度 最大加速度記録地点

表－ 東京千代田区大手町観測点における震度２以上の地震

図－2 2022年 4月 4日千葉県北西部を震源とするM4.6の地震による平井大橋（地盤上）の波形図 

起動時刻:2022/4/4 22:30:04 

－ 92 － － 93 －



地点

番号

①地盤上 昭和50年3月 平成3年12月 平成19年3月

②護岸上 センサーのみ 昭和50年3月 平成3年12月 平成19年3月

①地盤上 江戸川区春江町3-26-1 昭和55年3月 平成4年1月 平成18年3月 令和2年2月

②堤防上 江戸川区江戸川4-14 昭和55年3月 平成4年1月 平成18年3月 令和2年2月 休止中
注3

①地盤上 昭和51年3月 平成2年10月 平成16年12月

②管理棟地下1階 昭和51年3月 平成2年10月 平成16年12月

①地盤上 昭和50年3月 昭和62年11月 平成15年12月 平成31年2月

②排水機場地下1階 昭和50年3月 昭和62年11月 平成15年12月 平成31年2月

①地盤上 昭和51年3月 昭和63年11月 平成15年3月 令和3年2月

②閘門 センサーのみ 昭和51年3月 昭和63年11月 平成15年3月

①地盤上 昭和50年3月 平成1年11月 平成15年3月 平成29年3月

②水門柱 センサーのみ 昭和50年3月 平成1年11月 平成15年3月 平成29年3月

①地盤上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成12年2月 平成30年3月

②Ｐ１橋脚上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成13年2月 平成30年3月

③Ｐ２橋脚上 昭和50年3月 昭和63年1月 平成13年2月 平成30年3月

①地盤上 昭和54年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成31年2月

②Ｐ２橋脚上 センサーのみ 昭和54年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成31年2月

①地盤上 墨田区両国1-2-1 昭和53年3月 平成2年3月 平成19年3月

②Ｐ１橋脚上 中央区日本橋浜町3 昭和53年3月 平成2年3月 平成15年3月

①地盤上 台東区蔵前2-10 昭和50年3月 平成1年1月 平成14年3月 平成31年2月

②Ｐ１橋脚上 台東区駒形2-1 昭和50年3月 平成1年11月 平成12年2月 平成31年2月

①地盤上 昭和50年3月 平成1年1月 平成13年2月 平成31年2月

②Ｐ１橋脚上 センサーのみ 昭和50年3月 平成1年1月 平成13年2月 平成31年2月

①地盤上 江東区枝川1-9-17 昭和55年3月 平成4年1月 平成15年12月

②Ｐ２橋脚上 江東区枝川1-1 昭和55年3月 平成4年1月 平成15年12月

①地盤上 葛飾区西新小岩3-35-26 昭和41年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

②Ｐ５橋脚上 昭和40年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

③Ｐ６橋脚上 昭和40年3月 昭和62年3月 平成14年12月 令和3年6月

①地盤上 昭和53年3月 平成2年12月 平成14年3月

②地中GL-12.5m 平成17年3月

③地中GL-40.0m 平成17年3月

④Ｐ５橋脚上 江戸川区上一色424 昭和53年3月 平成2年12月 平成14年3月 平成29年3月

①地盤上 中野区中野4-9 昭和54年3月 平成5年2月 平成16年12月 休止中
注3

②Ｐ１橋脚上 杉並区梅里1-22 昭和54年3月 平成5年2月 平成16年12月

①地盤上 昭和56年3月 平成5年3月 平成19年3月

②Ａ２橋台上 センサーのみ 昭和56年3月 平成5年3月 平成19年3月

①地盤上 多摩市関戸3-2-21 昭和50年3月 平成2年3月 平成13年11月

②Ｐ３橋脚上 府中市住吉町2 昭和50年3月 平成2年3月 平成13年11月 休止中
注3

①地盤上 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

②Ｐ７橋脚上 センサーのみ 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

③Ｐ９橋脚上 センサーのみ 昭和55年3月 平成4年2月 平成18年3月

土木技術支援・
人材育成セン
ター

①地盤上 江東区新砂1-9-15
昭和62年8月
平成3年7月
移設

平成8年8月 平成13年2月

（注1）SMAC-MDU及びCV－375は検出器(センサー)内蔵型強震計ロガー. 

（注2）センサーは(株)ミツトヨ製 JEP-4A3. 地中センサーのみ(株)ミツトヨ製 JEP-4B3.　

（注3）令和4年度において周辺工事等により観測を休止した箇所.　

（注4）強震計は各々の対象構造物所管の各建設事務所、江東治水事務所にて管理している.　

休止中
注3

関戸橋

羽村大橋 羽村市玉川2-1

地盤

上一色橋
江戸川区上一色3-30-12

葛飾区西新小岩2-1

休止中
注3

地中センサー

のみ
注2

高円寺陸橋

栄町陸橋 東村山市本町1-7

江東区猿江1-5-18

大島川水門 江東区永代1-7-15

道
路
構
造
物
（

橋
梁
）

佃大橋 中央区明石町6

黎明橋 中央区晴海3-1

新大橋

厩橋

尾久橋 荒川区東尾久8-25

朝凪橋

平井大橋 CV-375(高欄)
センサー(橋脚)

　備　考

河
川
構
造
物

中川護岸 葛飾区奥戸1-1

新中川堤防

木下川
排水機場

江戸川区平井7-34-25

小名木川
排水機場

江東区東砂2-17-1

扇橋閘門

観測所名 設置場所 形式 観測地点住所 設置年月 更新年月

まとめ 

令和 年度は、震度 の地震による観測データを

回、震度 を 回、それぞれ得られた。加速度が一定

の値を超える強震観測記録は、国立研究開発法人防災

科学技術研究所へ情報提供を行った。

今後も引き続き、地震時における強震観測データを

集積し、橋梁・河川構造物の地震被災時における原因

究明や耐震設計等に必要な基礎資料として研究機関等

へ情報提供していく。

表－ 観測地点及び強震計の概要

強震記録時間（s）

加
速

度
（

） Peak 37.2 cm/s2

加
速

度
（

） Peak 55.9 cm/s2

加
速

度
（

）

Peak -12.3 cm/s2

深さ

茨城県北部 平井大橋(地盤上) 南北
千葉県北西部 平井大橋(地盤上) 東西
千葉県北西部 平井大橋(地盤上) 東西
茨城県北部 ５弱 高円寺陸橋（橋脚上　P1） 南北
千葉県南東沖 新大橋（地盤上） 南北
東京都多摩東部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 中川護岸（地盤上） 南北
遠州灘 － － －
伊豆大島近海 新大橋（地盤上） 南北
茨城県沖 新中川堤防（地盤上） 南北
神奈川県東部 新中川堤防（地盤上） 南北
埼玉県南部 佃大橋（橋脚上　P1） 南北
茨城県南部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 新中川堤防（地盤上） 南北
千葉県北西部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
茨城県南部 ５強 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
三重県南東沖 平井大橋(橋脚上　P6) 南北
千葉県北西部 新中川堤防（地盤上） 南北
千葉県北西部 中川護岸（地盤上） 南北
千葉県南部 中川護岸（地盤上） 南北
神奈川県西部 中川護岸（地盤上） 東西
千葉県北西部 上一色橋(橋脚上　P5) 南北
茨城県北部 平井大橋(橋脚上　P6) 南北

 （注）気象庁　震度データベース（https://www.data.jma.go.jp/eqdb/data/shindo/index.html）を参照した。
           上記表中のMjは気象庁マグニチュード、震度は計測震度である。

最大加速度
方向発生年月日 時刻 震源

最大
震度

大手町
震度 最大加速度記録地点

表－ 東京千代田区大手町観測点における震度２以上の地震

図－2 2022年 4月 4日千葉県北西部を震源とするM4.6の地震による平井大橋（地盤上）の波形図 
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図－4 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（橋脚 P5）の波形図 

起動時刻:2022/11/3 19:04:32 

図－3 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（付近地盤）の波形図 

起動時刻:2022/11/3 19:04:32 
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図－5 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（橋脚 P6）の波形図 

起動時刻:2022/11/3 19:04:32 

図－6 2022年 11月 14日三重県南東沖を震源とするM6.4の地震による平井大橋（付近地盤）の波形図 

起動時刻: 2022/11/14 17:10:08 
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図－4 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（橋脚 P5）の波形図 
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図－3 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（付近地盤）の波形図 
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図－5 2022年 11月 3日千葉県北西部を震源とするM4.9の地震による平井大橋（橋脚 P6）の波形図 

起動時刻:2022/11/3 19:04:32 

図－6 2022年 11月 14日三重県南東沖を震源とするM6.4の地震による平井大橋（付近地盤）の波形図 

起動時刻: 2022/11/14 17:10:08 
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図－7 2022年 11月 14日三重県南東沖を震源とするM6.4の地震による平井大橋（橋脚 P5）の波形図 

起動時刻:2022/11/14 17:10:08 

図－8 2022年 11月 14日三重県南東沖を震源とするM6.4の地震による平井大橋（橋脚 P6）の波形図 

起動時刻: 2022/11/14 17:10:08 
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